
熊本高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 形式言語とオートマトン
科目基礎情報
科目番号 HI509 科目区分 専門 / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 人間情報システム工学科 対象学年 5
開設期 通年 週時間数 1
教科書/教材 中田育男「コンパイラ」産業図書
担当教員 村上 純
到達目標
　プログラム言語を扱うためには形式的に定義された形式言語と、それと対応関係するオートマトンを学ぶ必要がある。これらを学習し、実際
のコンパイラにおける次の各部のアルゴリズムを理解するとともに、簡単な処理のプログラムが作成できる。
１．字句解析
２．演算子順位法による構文解析
３．再帰的下向き構文解析法
４．目的プログラムの生成
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

字句解析

 文法と言語の形式的定義や解析木
、正規表現と有限オートマトンに
ついて理解し説明ができ、練習問
題を正しく解くことができる。さ
らに、正確に動作する字句解析の
プログラムを作成することができ
る。

文法と言語の形式的定義や解析木
、正規表現と有限オートマトンに
ついて理解できて練習問題が解け
、字句解析のプログラムを作成す
ることができる。

文法と言語の形式的定義や解析木
、正規表現と有限オートマトンに
ついて理解できず、練習問題が解
けない。また、字句解析のプログ
ラムを作成することができない。

演算子順位法による構文解析
 四つ組、三つ組、ポーランド記法
などをもとにして、演算子順位法
の考え方を理解し説明でき、練習
問題を正しく解くことができる。

四つ組、三つ組、ポーランド記法
などをもとにして、演算子順位法
の考え方が理解でき、練習問題を
解くことができる。

四つ組、三つ組、ポーランド記法
などをもとにして、演算子順位法
の考え方が理解できず、練習問題
を解くことができない。

再帰的下向き構文解析法

 ＬＬ（１）文法、再帰的下向き構
文解析法の考え方を理解し説明で
き、練習問題を正しく解くことが
できる。さらに、演算子順位法か
再帰的下向き構文解析法で、正確
に動作する構文解析プログラムを
作成することができる。

ＬＬ（１）文法、再帰的下向き構
文解析法の考え方が理解でき、練
習問題を解くことができる。さら
に、演算子順位法か再帰的下向き
構文解析法で構文解析プログラム
を作成することができる。

ＬＬ（１）文法、再帰的下向き構
文解析法の考え方が理解できず、
練習問題を解くことができない。
また、演算子順位法か再帰的下向
き構文解析法で構文解析プログラ
ムを作成することができない。

目的プログラムの生成

算術式および論理式の目的プログ
ラム生成の考え方を理解し説明で
き、練習問題を正しく解くことが
できる。さらに、正確に動作する
算術式および論理式の目的プログ
ラム生成のプログラムを作成する
ことができる。

算術式および論理式の目的プログ
ラム生成の考え方が理解でき、練
習問題を解くことができる。さら
に、算術式の目的プログラム生成
のプログラムを作成することがで
きる。

算術式および論理式の目的プログ
ラム生成の考え方が理解できず、
練習問題を解くことができない。
また、算術式の目的プログラム生
成のプログラムを作成することが
できない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
　プログラムとはプログラム言語で書かれた命令のことであり、実際にコンピュータに処理を行わせるには、機械語に
変換しなければならない。このためのプログラムをコンパイラという。プログラム言語を扱うためには形式的に定義さ
れた形式言語と、それと対応関係するオートマトンを学ぶ必要がある。これらの学習を通じて、コンパイラの構成や技
法を知り、処理側に立ったよりよいプログラムを書くためには知識を身に付ける。

授業の進め方・方法
　本科目は、４年生までに学んできたプログラミング関係の科目を、さらに深く理解するための科目として位置付けら
れるものである。講義は座学を中心に行うが、演習問題やパソコンを用いた演習も適宜行い、演習のレポートは評価に
取り入れる。総合点は６割以上の得点で合格とし、演習レポートは課題提示時に示された期限に遅れて提出された場合
は評価点を０点とする。自学学習用に与えられた課題の演習レポートはレポート点として評価する。

注意点
　本科目ではプログラム言語のレコード型やポインタ型などについての知識が必要であり、これらを十分に復習して受
講することが望ましい。教科書に書かれたアルゴリズムを理解することが大事であるから、よく理解して、できれば最
終的に各自でプログラム言語を機械語に変換するコンパイラを作成できるようになってほしい。
　規定授業時数は60時間である。本科目はレポート課題作成等のため放課後・家庭で60時間の自学自習が求められる。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期
1stQ

1週 ガイダンス 本科目の概要、授業の流れ等について大まかに理解す
る。

2週 コンパイラの概説 記述言語やコンパイラの構造、処理の概要について理
解し、説明できる。

3週 文法と言語
バッカス記法、構文図式、文法と言語の形式的定義、
解析木について理解し、練習問題を解くことができる
。

4週 字句解析１（文字読み取りと字句読み取り） 文字読み取りと字句読み取りのアルゴリズムを理解し
、説明することができる。

5週 字句解析２（正規表現） 正規表現について理解し、練習問題を解くことができ
る。

6週 字句解析３（有限オートマトン） 非決定性有限オートマトン、決定性有限オートマトン
について理解し、練習問題を解くことができる。

7週 字句解析４（有限オートマトン演習） 指定された処理を行う有限オートマトンを構成し、そ
れからプログラムにすることができる。

8週 字句読み取りプログラム作成１（仕様作成、プログラ
ム設計）

字句読み取りの処理について、仕様を作成し、プログ
ラムの設計を行うことができる。

2ndQ 9週 字句読み取りプログラム作成２（プログラム作成、評
価）

字句読み取りのプログラムを作成し、実行、評価を行
うことができる。



10週 構文解析の基礎 四つ組み、三つ組み、ポーランド記法について理解し
、練習問題を解くことができる。

11週 演算子順位法による構文解析１（演算子順位文法） 演算子順位文法と演算子順位行列について理解し、練
習問題を解くことができる。

12週 演算子順位法による構文解析２（演算子順位行列によ
る構文解析）

演算子順位行列による構文解析手法について理解し、
練習問題を解くことができる。

13週 演算子順位法による構文解析３（演算子順位関数） 演算子順位関数について理解し、練習問題を解くこと
ができる。

14週 演算子順位法による構文解析プログラム作成１（仕様
作成、プログラム設計）

演算子順位法による構文解析処理について、仕様を作
成し、プログラムの設計を行うことができる。

15週 演算子順位法による構文解析プログラム作成２（プロ
グラム作成、評価）

演算子順位法による構文解析処理について、プログラ
ムを作成し、実行、評価を行うことができる。

16週 定期試験

後期

3rdQ

1週 再帰的下向き構文解析法１（下向き構文解析法） 下向き構文解析法について、その問題点も含めて理解
し、練習問題を解くことができる。

2週 再帰的下向き構文解析法２（ＬＬ（１）文法１） ＬＬ（１）文法について理解し、与えられた問題につ
いて、FirstとFollowを求めることができる。

3週 再帰的下向き構文解析法３（ＬＬ（１）文法２）
与えられた問題について、FirstとFollowから
Directorを求め、ＬＬ（１）文法かどうかの判定をす
ることができる。

4週 再帰的下向き構文解析法４（再帰的下向き構文解析プ
ログラム）

再帰的下向き構文解析プログラムのアルゴリズムを理
解し、与えられた課題についてトレースを行うことが
できる。

5週 再帰的下向き構文解析法による構文解析プログラム作
成１（文法から構文解析プログラムへの変換）

与えられた文法から構文解析プログラムへ変換する手
法について理解し、実際にプログラムのコーディング
を行うことができる。

6週 再帰的下向き構文解析法による構文解析プログラム作
成２（プログラム作成、評価）

再帰的下向き構文解析プログラムを作成し、実行、評
価を行うことができる。

7週 算術式の目的プログラム生成法１（演算レジスタが
１個の場合）

演算レジスタが１個の場合の算術式の目的プログラム
作成アルゴリズムを理解し、練習問題を解くことがで
きる。

8週 算術式の目的プログラム生成法２（演算レジスタが複
数個の場合１）

演算レジスタが複数個の場合の算術式の目的プログラ
ム作成アルゴリズムを理解し、練習問題を解くことが
できる。

4thQ

9週 算術式の目的プログラム生成法３（演算レジスタが複
数個の場合２）

演算レジスタが複数個の場合の、改良された算術式の
目的プログラム作成アルゴリズムについて理解し、練
習問題を解くことができる。

10週 論理式の目的プログラム生成法１（解析木から目的プ
ログラムへ）

論理式の目的プログラム作成について、解析木から目
的プログラムを作成するアルゴリズムを理解し、練習
問題を解くことができる。

11週 論理式の目的プログラム生成法２（原始プログラムか
ら目的プログラムへ１）

論理式の目的プログラム作成について、原始プログラ
ムから目的プログラムを作成するアルゴリズムを理解
し、練習問題を解くことができる。

12週 論理式の目的プログラム生成法２（原始プログラムか
ら目的プログラムへ２）

論理式の目的プログラム作成について、原始プログラ
ムから目的プログラムを作成するアルゴリズムの改良
版を理解し、練習問題を解くことができる。

13週 論理式の目的プログラム作成１（仕様作成、プログラ
ム設計）

論理式の目的プログラム作成について、その仕様を作
成し、プログラムの設計を行うことができる。

14週 論理式の目的プログラム作成２（プログラム作成、評
価）

論理式の目的プログラム作成について、実際にプログ
ラムを作成し、実行、評価を行うことができる。

15週 目的プログラムの最適化 目的プログラムの最適化に関する種々の手法について
理解し、説明することができる。

16週 定期試験
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

専門的能力 分野別の専
門工学 情報系分野

プログラミ
ング

変数とデータ型の概念を説明できる。 3
代入や演算子の概念を理解し、式を記述できる。 3
制御構造の概念を理解し、条件分岐や反復処理を記述できる。 3
プロシージャ(または、関数、サブルーチンなど)の概念を理解し
、これらを含むプログラムを記述できる。 3

与えられた問題に対して、それを解決するためのソースプログラ
ムを記述できる。 3

ソフトウェ
ア

アルゴリズムの概念を説明できる。 2
与えられたアルゴリズムが問題を解決していく過程を説明できる
。 2

同一の問題に対し、それを解決できる複数のアルゴリズムが存在
しうることを説明できる。 2

コンピュータ内部でデータを表現する方法(データ構造)にはバリ
エーションがあることを説明できる。 3

リスト構造、スタック、キュー、木構造などの基本的なデータ構
造の概念と操作を説明できる。 2

システムプ
ログラム

形式言語の概念について説明できる。 2
オートマトンの概念について説明できる。 2
コンパイラの役割と仕組みについて説明できる。 2

評価割合



試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 70 0 0 0 0 30 100
基礎的能力 25 0 0 0 0 15 40
専門的能力 35 0 0 0 0 10 45
分野横断的能力 10 0 0 0 0 5 15


